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巻頭言 

                              

0 村 M 夫 

最近の夏の暑さは特別ですが、皆さんは如何お過ごしですか？ 

私事ですが、2 年前の夏に心臓の発作を起こしてから、病院通いで

す。 

しかし、山が好きで登山が大好きなので、早く体調を回復させてま

た山に登りたいと思っている。 

毎日のトレーニングを怠らず、体力を付けてリハビリを頑張ってい

る。日々の努力が実を結び、少しずつ回復している気がする。 

山の自然に触れることで、心身ともにリフレッシュできる。山の頂

上から見る景色は最高だ。登山仲間と共に、また山に登れる日が待

ち遠しい。今は焦らず、じっくりと体を鍛えて、再び山頂を目指し

たいと思っている。山での過ごし方を考え、今後の登山計画を練っ

ている。しっかりと準備を整えて、元気に山に帰ろうと決意してい

る。 

 日々のトレーニングやリハビリが徐々に効果を現してきた。体調

不良から立ち直りつつあり、再び山に登れる日が近づいていると感

じる。会員の皆様からの励ましも支えになり、前向きに未来を見据

えている。山での経験は自分自身を見つめ直す機会にもなり、改め

て登山への情熱を燃やしている。山頂から見る景色への憧れが、今

のモチベーションとなっている。焦らず、じっくりと体を鍛えて、

復帰への道のりを歩んでいく。次の山登りが楽しみで仕方ない。今

はしっかりと準備を整えて、体調を整えた上で、再び山に恩返しを

しに行く日が待ち遠しい。山での充実した時間を取り戻すために、

日々トレーニングに励んでいる。心身ともにリフレッシュできる山

の魅力に惹かれながら、復帰への一歩を踏み出している。 

会員の皆様もこの暑さに負けず健康には気を付けてください。 

                           以上 
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【例会山行計画変更案内】 

          繖 山（東近江トレイル①） 

東近江地域にある二つの独立山である繖山（440）と箕作山（373）

とを結び、ＪＲ能登川駅と近江鉄道八日市駅を起終点とする 16ｋｍ

あまりの「東近江トレイル」の前半コースを歩きます。（マップ参照） 

 日 程：９月７日（日） 集 合：JR能登川駅８：３０ 

 

コース：JR能登川駅 8：30～猪子山～地獄越～繖山三角点～観音寺

城跡～観音寺～結神社～バス停（観音寺口）～JR能登川

（解散） 

体 力：★★  

技 術：★ 

装 備：弁当・飲物・日帰り登山装備 ＊暑さ対策を十分に！ 

担 当：K原  

締 切：９月２日（月） 

中 止：雨天予報は中止この場合は前日１０時頃に連絡します。 

（３） 



《例会案内》 

小谷山（494.6ｍ）・虎御前山（224ｍ） 

  

小谷城は、織田信長よって攻め落とされた浅井氏 3 代の城であり、

浅井長政に嫁いだ信長の妹のお市の方や、その間に生まれた浅井 3

姉妹（お茶々、お初、お江）ゆかりの城でもあります。また虎御前

山は、小谷城の向かい側に、この城を攻めるための信長側の砦が築

かれた山であります。これらの史跡を散策しながらゆっくりと登り

ましょう。 

 

日時  ２０２５年９月２８日（日） 

集合  JR 北陸線河毛駅 ９時  

行程  河毛駅～小谷山登山口～間柄峠～小谷城跡～小谷山～福寿

丸跡～山崎丸跡～登山口（清水神社）～虎御前山登山口～虎

御前山（木下秀吉陣跡）～丹羽長秀陣跡～登山口～JR 虎姫

（１５時半頃） 

距離 12ｋｍ  時間 6 時間（含休憩） 

レベル ★★☆☆☆   技術 ★★☆☆☆ 

装備  昼食・飲料水・雨具・行動食・地図・磁石・ヘッドランプ・

その他日帰り装備 

      

担当・申込 I 井  

                  

締切日  9 月２２日（月） 

 

中止する場合は、前日２７日の１2 時までにメールにて連絡します 
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 例会案内 〉 

登山祭典 兼 秋の野点山行 

390ｍ    865.2ｍ    570ｍ 

高島トレイル 愛発越～乗鞍岳～黒河峠 

･･・黄紅葉のブナ林とびわ湖の眺望を楽しみながら 中央分水嶺を歩く ･･･ 

日 程： 2025 年１０月１３日(月・祝)  (雨天中止) 

コース： 堅田駅 7：05＝(貸切バス)＝小野駅・和邇駅＝＝8：45 愛発

越(高島市マキノ国境)9：00～乗鞍岳 11：30～（昼食・野点）～黒河峠

15：30～マキノ林道入口 16：30＝(貸切バス)＝＝和邇駅・小野駅・堅

田駅 18 時 30 分頃予定                   歩行 

約 6 時間  

集 合：JR 堅田駅 7：05・小野駅 7：15・和邇駅 7：20 のいずれか 

交 通： 貸切大型バス 

持 物： 弁当・飲物・雨具・ライト等の日帰り装備 

参加費： 一般：4､000 円  (バス代･抹茶代･菓子代・保険代等含む) 

比良雪稜会会員・会友・会員家族：3､000 円 他会会員 3､800 円 

定 員： ４５名 

締 切： １０月 ５日(日) 但し定員になり次第締切 

担当＆申込先：N 村高  

ｅﾒｰﾙ： 

       fax： 

携帯： 

 

 

秋のメイン行事です！  

会員は早めに申込ください。  

ご家族・友人・知人を  お誘いください。  

賑やかで楽しい山行としましょう！  
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例会山行報告 

唐松岳～白馬岳(北アルプス縦走) 

 

日 時 ：2025年 7月 23日（水）～25日（金） 

参加者：I東(CL、記録) S水(SL) N井(会計) 

7月 23(水) 曇り時々晴れ 

行程：八方尾根リフト終点 8:16 - 八方池 9:12 - 唐松岳頂上山荘 12:10（宿

泊）朝、栂池中央駐車場に車を置き、タクシーで八方尾根ゴンドラ乗場に移

動した。なお、駐車料金は 500円/日で 1,500円、タクシー代は 4,000円強だ

った。前日にタクシーの予約をしたが、電話をかけた 3社目で予約が取れた。

早めの予約が安全です。八方尾根の上部で少し雪渓を登ったが、アイゼンを

使用するほどではなかった。雪渓を巻く道もつけられていた。 

7月 24日(木) 霧のち晴れ 

行程：唐松岳頂上山荘 4:35 - 唐松岳 4:53 - 不帰キレット 6:48 - 天狗山荘

10:07 - 分岐 10:54 - 白馬鑓ヶ岳 11:34 -杓子岳 12:49 - 白馬岳頂上宿舎

14:34（宿泊） 出発時、雨は降っていなかったが濃い霧と風で少し肌寒い。

唐松岳を越えたあたりでは雷鳥に出会うことができた。不帰キレット核心部

に近づくと徐々にガスが晴れ、鎖場を慎重に通過した。そして天狗の頭まで

大登、その後も白馬鑓ヶ岳、杓子岳の登り下りをこなして、白馬岳頂上宿舎

に到着。出発から約 10時間の、かなりきつい行程だった。 

 なお、白馬岳頂上宿舎では我々3名で 1部屋使用することができ、夕食バイ

キング、朝食弁当も美味しく、快適に宿泊することができた。 

7月 25日(金) 晴れ 

行程：白馬岳頂上宿舎 5:00 - 白馬山荘 5:20 - 白馬岳 5:40 - 三国境 6:27 - 

小蓮華山 7:20 - 白馬大池山荘 9:10 - 天狗原 11:26 - 栂池自然園 12:35 

 白馬岳、小蓮華山を越えて白馬大池までは快適な稜線歩き。朝から快晴で、

北は朝日岳、南は槍ヶ岳までの北アルプス全体を眺めることができた。白馬

大池から栂池自然園までは、岩ゴロゴロの箇所が多く少々歩きにくい。乗鞍

岳から天狗原の間に大きな雪渓がありアイゼンを付ける人がいたが、我々は

使用せず慎重に通過した。最後に。前半は不帰キレットの難所超え、後半は

天狗の頭から白馬三山、白馬大池までの稜線歩き、天候にも恵まれ期待通り

の山行ができました。今回は北上する行程で不帰キレットの難所部分を下り

で通過しましたが、下りが苦手な人がいる場合は、難所の部分を登りで通過

する南下する行程で計画する方がいいかも知れません。（I東） 

（６） 



<一口感想>。 

初日はガスガスで山々が見えず、翌朝も唐松岳はまたもや残念な感じ。  

 緊張と共にすぐに不帰ノ嶮に突入。気をつけて頑張ったご褒美に少しずつ天

気が回復し、絶景を望めるようになった。天狗の大下りを登れば今までの道

のりがくっきり。わー、怖っ！剱岳はじめ山々の絶景！遠くに槍も見える。

前途にはでかい山容の白馬鑓、杓子岳。アップダウンの繰り返しにバテバテ。

やっと着いた杓子岳山頂では写真も撮らずとりあえず座り込む有様。  

 下りがまたまた大変。どこに足を置いてもズルズル滑り、今日 1番の難所や

ったかも…。やっとのことで宿に着いたら立つのも辛い。ハードな 10時間行

動だった。 小さな山小屋だったが 3人で一部屋、ゆったりと過ごせ、食事も

バイキングでガッツリいただきました。白馬岳頂上宿舎、めっちゃおすすめ

です♪  白馬岳頂上からは 360 度の展望、すごい絶景！白馬大池までは左右

の景色を楽しみながらの心地よい稜線歩き。でもそこからはまたまためっち

ゃハード。ゴロゴロ岩を登ったり、長～い下り道、栂池からのスタートじゃ

なくて本当に良かった。ロープウェイに乗ってやっと下山。車をゴール近く

に移動しておいてよかった。 充実したハードな 3 日間、わがままでヘタレ、

おまけに すぐにお腹が空く私たち? リーダーに大変お世話になりありがと

うございました。（S水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 

Ⅰ峰のコルからキレット核心部 白馬岳頂上にて 

小蓮華山から白馬三山、後立山の山々 



（お知らせ） 

登山時報 2025 夏号の清掃登山特集に当会報告が掲載されました。 

（８） 



【山行報告】   

金勝アルプス（鶏冠山） 

 

日時 ；2025 年 7 月２７日（日） 

参加者；CLH 島・SLK 原・I 井・S 田・K 藤・H 浦・T 中利(記録) 

 

JR 草津駅から帝産バスに乗って、８:34 上桐生に到着。CLH 島氏より本日

のコースの説明があり、8:45 に登山開始。今日も朝から暑い。 

桐生には高校の時、友人と飯盒炊さんに来たことがあったが、今の若い人

は『飯盒炊さん』という言葉を知ってるんやろか？ 野外クッキングとでも

言えば通じるんやろか？ 最近の日本語は横文字ばっかりやなあ。『飯盒』自

体、何をする物か知らんかもしれんな。逆に昔は携帯用コンロのことを気取

って『ホエーブス』とか、『オプチマス』とか、メーカー名で呼ぶ人が結構い

たけど、今、コンロのことを『イワタニプリムス』と呼ぶ人はいてるんやろ

か？ など、どうでもええことばかり考えながら歩いて、9:40 子鶏冠山に到

着。もう少し歩いて 9:53 鶏冠山（490ｍ）に到着した。 

 朝のテレビの天気予報では今日も猛暑になると言っていたが、午前中は雲

が多くて少しは助かった。しかしながら、鶏冠山山頂に着いた頃には全身か

ら汗が噴き出していた。 

 適度な休憩、適度な水分補給を繰り返し、11:05 天狗岩に到着。ここで昼

食休憩となる。天狗岩からの眼下を 360 度見渡せる素晴らしい光景は、少し

の間、真夏の暑さを忘れさせてくれた。 

 11:40 天狗岩を出発し、11:57 耳岩に到着したが、メンバーの誰も耳岩を登

ろうとはされなかった。暑くて暑くて、耳岩からの景色を見るよりも、木陰

で休憩していたいと思ったのは私だけではなかったようだ。 

 耳岩から上桐生のバス停までは下りが続く。帰りのバスの時刻は、本日の

暑さがピークに達する前の 13 時 45 分を予定されていたため、少し急いで下

山し、どうにかバスに間に合った。冷房の効いた帰りのバスは非常に快適で

した。  

皆さん、お疲れさまでした。 

（９） 

 



（一口感想） 

真夏の湖南アルプスは初めてで前半、木陰で風もあったけれど暑い。岩場に

なると尚暑い（熱い?） 

１人で大汗をかいて５時間の山行で 2 リットルの水とパウチのジュースを飲

み干してしまいました。 

来週の夏合宿、前途多難！  H 浦 
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≪例会山行報告≫ 

天ヶ岳（788m） 

日 時 2025 年 8 月 17 日（日） 曇りのち晴れ 

参加者 ＣＬI 井 ＳＬH 島（写真） K 藤 N 村（久） H 浦（記） 

行 程 京都駅前バス乗り場（Ｃ３）7:10 7:20 発＝8:22 大原 8:30～ 

    寂光院 8:44～焼杉山分岐 9:27～しゃくなげ尾根分岐 10:12～ 

    百井峠 11:26～天ヶ岳 11:59（昼）12:26～戸谷峰 13:46～薬王坂 

    14:47～叡山電鉄鞍馬 15:10 

 

京都駅では晴れていましたが大原に着いてみると曇天、山の頂上はガスの中。

雨さえ降らなければラッキーか？ 

川のそばを歩いているときは、まだましだったけれど焼杉山分岐までは風も

無く暑く、微妙に段差もありキツイ。分岐を過ぎればトラバースで暑いなり

にも、ときおり吹く風が気持ちいい。この頃には晴れて陽射しが強く怖い。 

私はそのまま天ヶ岳に登ると思い込んでいて「百井峠に行きますよ」と言わ

れショック。分岐をスルーし登山口から車道を歩き７分で百井峠。 

これといって何も無かったがガードレールにマジックで小さく百井峠と天ヶ

岳の矢印が。関電の林道を歩きながらこのままでいいのかと登山道に戻ると

目前に天ヶ岳の標識が、良かった通り過ぎる所だったと安堵。 

眺望は無いが木陰でランチタイム、30 分弱で鞍馬を目指したがゴロゴロと雷

が鳴り始め、まだ陽が差しているから大丈夫、でも風上から聞こえるから近

づいて来るかも、下山迄、後 2 時間もかかるのに・・・      日頃の

行いのせいか運良く雨にも遭わず何とか下山する事が出来ました。 

12.7 ㎞、6 時間 40 分、暑さの為皆お疲れ、ご褒美ビールを飲む気力も無く解

散しました。     
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一口感想 

歩き始めてすぐの林道に水が出ていて、ヒルに気を付けないとと言いつつし

っかり血を吸われ、 

下山口間もなくのところで、石か葉っぱで滑り腕を打ち痛たた・・・ 

帰って靴を脱いだら、靴下をはいている足の甲のところにヒルがかくれてい

て、もう少しで家の中に持ち込むところだった！！ 

そんな踏んだり蹴ったりの山行でしたが、稜線に出てからは起伏の少ない道

で、暑いながらも緑を楽しんできました。 

皆さんにご心配をおかけしました。              K 藤 

 

気温の高い日の山行でしたが、ほとんど木陰の道だったのでどうにか歩きき

れました。和気あいあい話しながらでしたので心は軽く（足取りは重い）ど

うにか歩き通せました。一人だったら絶対無理だったと思いま 

す。皆さんに感謝です。                 N 村（久） 

 

  

百井峠               天ケ岳 

 

    叡電鞍馬駅  

 

  

 （１２） 



〈例会山行報告〉  

立山室堂～五色ヶ原～薬師岳～折立 

日時 ：８月 13 日（水）～16 日（土） 

参加者：CLN 尾 SLT 中利 K 林・S 水 

 

8 月 13 日（水） 晴れ~ガス  1 日目記録：N 尾 

立山室堂 8:15～浄土山南峰 9:56～龍王岳 10:38～鬼岳付近 11:56（昼食）12:40

～獅子岳 13:35～ザラ峠 14:48～五色ヶ原山荘 15:42  宿泊 

今回の北アルプス縦走はここ数年来の念願でありやっと実施することがで

きました。 

大津出発は 12 日の深夜 23:45 で順調に立山駅に到着するも、回送業者がまだ

来ておらず代理人に鍵を預けてケーブルカーとバスを乗り継ぎ室堂に到着。

さすがに人が多い。 

室堂スタートは 8:15。最初の浄土山の登りがなかなかきつくて寝不足の身に

堪える。 

12 時ごろに鬼岳を過ぎたあたりで昼食休憩。気になっていた鬼岳東面の雪渓

はこの時期になると小さくなっておりアイゼンも不要で通過できた。獅子岳

からの砂礫の下りで田中さんが滑って一回転して転倒するも幸い大事に至ら

ず皆安堵する。本当に良かった。14:50 にザラ峠まで下り今夜の宿泊小屋であ

る五色ヶ原山荘に着いたのは 15:40 過ぎとなり予想以上に時間がかかった。

有難いことに風呂にも入れてすっきりできた。今夜は皆夜早くから寝られた

ようだった。                     

8 月 14 日  2 日目記録；T 中利 

4 時 30 分に起床し、5 時 40 分に五色ケ原山荘を出発。本日の行程は越中沢

岳を越えてスゴ乗越小屋までです。今日は朝から霧が深く、肌寒い感じがし

ています。周りの景色もいま一つ良くありません。 

実は私、昨日、ザラ峠付近の坂道で、岩か木の枝かにつまずき、踏ん張り切

れずに一回転して背中から地面に叩きつけられ、顔面を岩にぶつけていまし

た。幸いにも担いでいたリュックが衝撃を吸収してくれたのと、岩の角では

なく平らな面に顔が当たったことで、軽い打撲と擦り傷程度で済みましたが、

後でリュックの背に結び付けていたヘルメットを見ると大きくへこんでいま

した。昨日の反省から、今日からは慎重の上にも慎重に足を運ぼうと思って

います。 

8 時 15 分、越中沢岳に到着。せっかくの稜線歩きですが、ガスがかかって周 
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りの景色がよくわかりません。その後、2 回ほど休憩をはさんで 10 時 10 分

にスゴの頭に到着。 

そして、急坂を慎重に下りて、11 時 15 分にスゴ乗越に到着し、そこで朝昼兼

用の弁当をいただくことにしました。他の 3 名の方は、朝 5 時に山小屋でき

ちんと朝食を取っておられましたが、私の場合、早朝は全く食欲が出ないの

で、泊りがけの山行ではいつも朝食とも昼食とも判断のつかない中途半端な

食事をしています。 

12 時 15 分、予定より早めにスゴ乗越小屋に到着、そのあとは小屋でゆっく

りとした時間が持てました。 

 

８月 15 日（金）  3 日目記録：S 水 

スゴ乗越小屋 5:50～間山 7:10～北薬師岳 9:05～薬師岳 10:40～避難小屋跡

11:30～薬師岳山荘 12:10 

 今朝はガスが晴れて周りの山々がくっきり見える。まずは間山に向けて出

発。景色を堪能しながらの登り。ところが間山を過ぎるとまたもやガスが…。

北薬師岳までの 

道は岩がゴロゴロしたきつい登りで足元に注意しながら進む。展望はないが

山頂でしばらく休憩して薬師岳に向かう。岩稜線を下り登り返すとようやく

薬師岳山頂に到着、薬師如来が祭られている立派な祠にお参りした。道標に

「登頂オメデトウ。下りは 

浮石に注意してね。天候急変 昼寝はほどほどに」と書かれている事に後か

ら写真を見て気がついた。晴れた山頂で昼寝したかったなぁ…。ちなみに北

薬師岳のを見てみると「ここで雨なら稜線風雨 悪天時 薬師越え厳し」と

書いてあった。今頃見てても遅いけど。反省！ちゃんと見なくっちゃね。薬

師岳山荘まではザレザレした下り。避難小屋やケルンを通ってジグザグと進

み、昼頃に到着した。今日は行動時間も短く早く着いたので荷物整理をした

後、食堂で乾杯！いろんな山の話をお聞きできる素敵な時間となった。 

 

＜一口感想＞ 

 「ほんとにこんなとこ、登ったっけ？」と 3 年前の記憶が殆どない私。経

験もなくわかってなくて只々必死！テントの荷物を担いで歩いたなんて信じ

られません。でもきれいで感動したところ、怖かったところ、しんどかった

ところは何となく覚えてたかな？大好きな薬師岳に再び登ることができ、と

っても楽しい 4 日間でした。リーダー、みなさん、本当にありがとうござい

ました。  S 水                                
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８月１６日（土）晴   4 日目記録：K 林 

5:30 薬師岳山荘出発－6:35 薬師峠－7:18 太郎平小屋－8:16 五光岩ベンチ－

9：37 三角点広場－11:13 折立 （立山にて入浴・昼食） 19：40N 尾リーダ

ー宅着太郎平小屋の予約がとれず薬師岳山荘になったのだとお聞きしました

が、山荘から薬師峠までを朝の元気な時に下ることができたのはありがたか

ったです。5 時開始と案内のあった朝食も 15 分早まり、結果私達の準備も整

ったので予定より 30 分早く出発。これが功を奏してテント場についた頃に山

を覆っていた雲が消え始め、太郎平～北ノ俣岳～黒部五郎～三俣蓮華に至る

山々を愛でることができました。この先折立まで 

1000ｍの長い下りは再びわいてきた雲のおかげで覚悟していたほど暑くはな

かったです。そうしてみんなで無事折立に降り立つことができました。やっ

たー!(^^)! 

｛登山口のところからバスに乗らず有料道路を歩いて降りる人がいました。

どこへ？３ｋｍほど先の臨時駐車場を目指しているようでした。ひゃ～・・｝ 

入浴と昼食を終えて立山ＩＣから滋賀へ・・。工事渋滞や事故渋滞もありま

したが 20 時前に帰宅することができました。ありがとうございました。 
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《第4回 リーダー部会議事録》 

日 時 8月19日(火)  19:00～ 

場 所 比良雪稜会事務所 

出席者 K嶋・N村(高)・N野・H島・N尾・K藤・K原・I井・S水・N村(友) 

 

議題1 例会実施状況（ヒヤリハット） 

・喜撰山(6/22)：特になし。 

・賤ヶ岳(6/29)：特になし。 

・旗山・小平山(7/6）：特になし。 

・金毘羅山(7/13)：特になし。 

・唐松岳～白馬岳(7/23-25)：特になし。 

・鶏冠山(7/27)：特になし。 

・五竜岳～鹿島槍ヶ岳(8/4-7)：中止(天候不良) 

・立山室堂～薬師岳(8/13-16)：初日、滑りやすい下り坂で転倒もその

後の行程は予定通り実施。後日ＭＲＩ等の検査で異常なし。 

・百井峠・天ヶ岳(8/17)：転倒で腕を打撲。 

 

議題2 9月～12月の例会計画 

開 催 日 山域・コース テーマ・内容・ 
担当

者 
レベル 

備 

考 

9

月 

7日(日) 繖山 
東近江トレイル

① 
K原 

体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★☆☆☆☆ 

計画 
変更 

14(日) 

－15(月・祝) 
天狗岳 北八ヶ岳 N尾 

体力 ★★★☆☆ 

技術 ★★★☆☆ 
 

28(日) 小谷山 小谷城跡 I井 
体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 

10

月 

10/11(土) 六甲山系・荒地山 岩場登り H島 
体力 ★★★☆☆ 

技術 ★★★☆☆ 
 

10/13(月・祝) 
愛発越～乗鞍岳 

～黒河峠 
登山祭典 N村 

体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 

10/19(日) 赤坂山～寒風峠 ススキ鑑賞 H部 
体力 ★★★☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 

10/25(土) 金糞岳 湖北の山 K藤 
体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 

11

月 
11/1(土) 

高島トレイル 

三国峠 

紅葉 H島 
体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 



11/3(月・祝) ①白滝谷コース 飲み水水質調査 N村 
体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 

11/3(月・祝) ②八雲ヶ原コース 
飲み水水質調査

兼放射線測定 
K藤 

体力 ★★★☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 

11/16(日) 箕作山 
東近江トレイル

② 
K原 

体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★☆☆☆☆ 
 

11/30(日) 小野村割岳 台杉 K藤 
体力 ★★☆☆☆ 

技術 ★★☆☆☆ 
 

12

月 

12/13(土) 行先未定 忘年山行  
体力 ☆☆☆☆☆ 

技術 ☆☆☆☆☆ 
 

    
体力 ☆☆☆☆☆ 

技術 ☆☆☆☆☆ 
 

    
体力 ☆☆☆☆☆ 

技術 ☆☆☆☆☆ 
 

 

議題3 11/3飲み水水質調査兼放射線測定山行の①コースリーダー決めに

ついて 

   N さん担当とする。 

 

議題4 その他 

   ・例会参加者が当日キャンセル等で変更があった場合、山行の前に

会長、リーダー部長、遭難対策担当に連絡をする。 

 

   ・中止となった例会も総会時に決定した通り、例会山行一覧表に記

入する。  

   

 ・例会のサブリーダーはリーダー部員が担当するのが基本であるが、

参加者の状況により、リーダーの判断でリーダー部員外も可能と

する。 

 

・古いモンベル4人用テントをヤフオクで3,000円で売却。 

    手数料、送料を差引後1,850円の利益となる。 

 

次回のリーダー部会議は、10月21日(火)19：00からの予定です。 
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####

月 金

火 第6回運営委員会 土

水 日
　「ぶな」原稿締切

木 月

祝 秋分の日

金 火

土 水

日 例会山行　繖山（東近江トレイル①） 木

月 金

火 土

水 日 例会山行　小谷山（小谷城跡）

木 月

金 火

編集後記

土

日 例会山行　天狗岳（北八ヶ岳）

祝 敬老の日

月 例会山行　天狗岳（北八ヶ岳）

火

水

木
10月の予定

11 土 例会山行　荒地山（六甲山系）

13 日・祝登山祭典　愛発越～乗鞍岳～黒河峠

19 日 例会山行　赤坂山～寒風峠

25 土 例会山行　金糞岳

今月号と来月号の当番

3 21

2025年9月予定表

1 19

2 20

4 22

5 23

6 24

7 25

8 26

9 27

10 28

11 29

12 30

13

14

15

16

17

18
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比 良 雪 稜 会 

 

滋賀県大津市和邇今宿 712-1  西村方 

TEL＆FAX 077-594-0454 

E-mail kazuyo-buna@r.river.sannet.ne.jp  

HP  
滋賀県勤労者山岳連盟 

https://aquafoal39.sakura.ne.jp 
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